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連載執筆者の佛原行夫さんが亡くなられました
もうだいぶ前のことですが、本誌 1991 年

2 月号（No.40）からスタートし、2000 年
11/12 月号（No.103：20 世紀最後の号）まで
の間、「もういくつねると世紀末」のタイトル
で連載エッセイを書いてくれていた佛原さ
んが先日亡くなられたそうです。
連載を書いていた頃は大阪に住み（枚方の

ジュリーと呼ばれていたとか）、いかにも大
阪人のノリが面白かったんですが、連載終了
後しばらくして南の島の宮古島に移り住み、
ヨガの先生をしたりインドに旅をしたりと
好きなことをして暮らしていたそうで、最期
も宮古島で迎えたそうです。伝え聞くところ
では胃がんを患い、手術で胃の４分の３と十
二指腸を切除、そのあとも元気にされていた
そうですが、昨年 12月に胃がんの転移があ
り、今年の３月 26日に亡くなられたとのこ
とです。さいごは自宅で療養され、亡くなる
前日までお話をされていたそうです。

彼に連載エッセイを頼んだきっかけは
元々動物関係でこの左のページに久々登場
してもらったなかのまきこさんの紹介で知
ったと思うのですが、今回、佛原さんが亡く
なったことも彼女から教えてもらいました。

佛原さんの一見常識とかけ離れたような

物言いは、よく考えるとずばり物事の真髄に
深く切り込んでくるパワーを持っていて、僕
ら自身の中にある体面や大義名分、偽善を暴
露してしまう鋭さと、同時にそれを笑い飛ば
してみせる大らかさを持っていました。そん
な器の広さはなかなか真似をしたいと思っ
てもできないものです。とても懐かしく惜し
い人を亡くしたと思いますが、でも好きなよ
うに生き、そして死んだ彼は生き方のお手本
も示してくれたような気がします。今頃きっ
とあの世でも冗談を飛ばしてるんだろうな。

↑上の写真は 1990 年 11 月号に載せた
「アニマル讃デー」という記事で、田んぼ
を前にゴキブリのコスプレをしている佛
原さん。いかにも似合っていました。

バックナンバー再録

バックナンバーの中から面白かった記事
や今も重要な意味を持つと思う記事を再録
して載せようという話が以前からありまし
たが、その第一弾として佛原さんの連載第一
回のエッセイを下に載せます。どうぞ彼のエ
ッセンスを味わって下さい。なおタイトル文
字やイラストは八丈島で近所に住んでいた
山ちゃんが担当してくれました。佛原さんの
文章にぴったりのイラストをずっと描いて
くれてどうもありがとう！


